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フ
ラ
ン
ス
革
命
前
ド
ぁ
け
る
宗
敎
批
判
は
政
治
批
判
妃
轉
向
し
た
。
祭
壇
迄
押
寄
せ
て
來
た
波
濤
は
、
そ
れ
を
越 

へ
る
^

多
く
の
努
力
も
.要
し
な
か
つ
た
？
テ
ィ
ヌ
は
云
ふ
、
祭
壇
ビ
王
位
ビ
の
距
離
は
短
か
つ
た
：か
ら
ど
。

王
の
周
圈
.に
は
、最
皁
蟣
の
步
み
，も
聞
へ
る
靜
寂
^

は
嚴
守
^

れ
な
く
な
っ
た
>

三
代
^
歷
任
し
た
リ
シ
ユ
リ
广 

將
軍
は
、X

ィ
十
六
f

向
っ
て
次
の
如
く
5

だ

。「

陛
下
ょ
、A

ィ
十
四
世
の
下
で
は
誰一

人
も 
一

f

發
し
ま 

せ
ん
で
し
た
，か
、
ル
ィ
十
五
世
の
下
で
は
、
人
々
は
極
め
て
聲
を
低
め
て
語
る
樣
R

f

、
陛
下
の
下
で
は
、
極
め 

て
高
聲
に
語
合
ひ
ま
す」

ど
。
.
疋
^

其
通
6

で
ぁ
っ
た
。

十
八
世
紀
の
後
半
^
及
ぶ
や
、
ィ
ン
夕
リ
ゲ
ン
チ
ヤー

の
活
動
範
M

R

は
、

1

っ
の
視
野
が
加
っ
た
。
彼
等
は
、
 

宗
敎
批
判
か
ら
政
治
批
判
へ
の
方
向
轉
換
を
試
_み
た
か
ら
で
ぁ
々
。 

-

私

は一
:

七
五
〇
.，丄

七

八

九

蓄

望

勘

ど

し

て

分

類

し

た

が

、M
の
時
期
に
は
次
の
如
き
ニ
特
着
あ
げ
る
事

■'が
出
來
名
:;
0
:
.
.

i

の
.I

つ
は
^
前
期
^
於
て
は
’
僧
侶
を
助
け
て
ィ
ン
暫
ゲ
ゾ
チ
ャ

|,.の
：宗
敎
攻
擊
に
滕
迫
を
加
へ
て
居
つ
た 

政
府
が
、
こ
の
期
以
來
、
自

ら

公

然

奪

敵

意

を

敎

會

祟

す

皇

つ

た

：どS

ふ
事
で
あ
る
V 

他

の一

つ
は
十
八
世
亂
中
頃
迄
は
政
治
組
織
を
攻
擊
し
た
著
者
は
ー
人
も
見
ら
れ
な
か
つ
た
の
^
、
乙
の
期
以 

來
有
カ
な
著
者
は
、
不
斷
に
其
筆
を
政
治
問
題
^
向
け
た
ど
い
ふ
事
で
.あ
る
。

勿
,

こ
の
ニ
つ
の
變
化
が
し
か
く
確
然
ど
行
は
れ
た
の
で
は
な
い
。，
乙
の
割
期
は
、.
た

<
其
傾
尙
の
顯
著
な
變 

更
を
示
1:

どS

ふ
意
味
で
あ
る
事
、
多
く
の
狀
態
が
こ
れ
を
總
括
的
^

保
證
し
て
ハ
，
る
ど
い
上
の
で
あ
る
。
何
故
か 

な
れ
ば
人
類
の
歷
史
忙
於
て
、
或
る
智
識
的
變
化
が
何
時
か
ら
行
は
れ
た
か
，

V
J

 

S

ふ
樣
な
事
は
其
挫
質
か
ら
推
し 

て
、
完
.全
^

指
示
し
得
な
い
も
.の
‘で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
；

二
'
'
.
'
,
：

'
' 

—

,
>先
づ
第
二
の
*

合
に
つ
い
て
、
政
：府
の
宗
敎
攻
：*

參
加
の
經
過
を
說
く
事
に
し
^

5

,

:

"

ふ
ゾ

ク
ル
は
、
宗

敎

問

對

す

る

政

府

の

態

度

の

變

化：

の
理
*

及
動
機
に
つ
い
て
、
何
等
の
說
听
も
興
へ
て
ゐ
な 

s

o
又
、
'ジ
ャ
ゾ
、

ジ
ョ
レ
ム
が「

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
社
會
主
，義
史
L
kもM

の
事
に
：關
す
る
.說
明
は
な
い
。
が
、
力

ウ
ッ
キ
ー
の「

フ
ー
フV
:

ス
革
命
時
代
に
於
け
.る
階
級
對：

立」

k

於
て
ば
、
こ
れ
^

對

し

て

、
次
：の
如
き
明
確
な
意
見
が

. 

與

へ

ら

れ

て

：

a
:

る
0

,

.

:

即

ち

、

カ
ウ
.、
ッ

キ

ー

は

、
十

八

世

紀

後

半

^

於
：け
る
啓
蒙
哲
學
者
の
峻
嚴
滅
ま
る
攻
擊
は
、敎
會
の
腐
敗
し
詖
し
、
 

老
疾
し
切
つ
だ
M

的
形
式
^

向
.け
ら
れ
.た
も(

の
で
^

く

し

て

、
：：
そ.の
近
代
的
諸
關
係
に
最
ち
ょ
く
適
應
し
て
ゐ
る 

所
の
形
式
.
^向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
せ
沄
ふ
見
解
2:
持

0
て
ゐ
る
0
.

0
^
^
$ 

^

^

0

6
 

第

農
 

J



第
二 
十
：裏

(

六
o
.六
，

)

, 

し 
二

:土
地
所
有
の
丄
.錄
礎

を

持

つ

古

い

：封
建
的
敎
會
紙
織
は
、
.フ
ラ
'シ
ス
に
於
て
は
、
ず
っVJ

以
前
か
ら
國
民
的VJ 

I

 

5

;つ
た
。
す
べ
：て
、へ
法
辜
で
は
f

し
：て
、
國
主
が
其
樞
要
機
關
を
任
命
じ
扶
持
を
興
べ
た
：。
を
し
て
、
そ 

れ
が
殆
んW
例
外
な
く
、
貴
族
の
伸
間
^
限
ら
れ
て
居
つ
だ
;-
-
'.
,

然

し

.
敎
會
組
織
^
は

主

の

字

中

^
存
せ
ず
し
て
、
法
王
の
手
中
，̂
の
.み
存
在
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
乙
の
® 

k
寒
す
る
利
益
の
衝
突
が
>
玉
'及
.び
貴
族
5:
し
|て
"
:又
政
府
5:
し
て
、
ズ
,
ジ
：ョ.ァ
k
左
組
し
、
'宗
敎
に
K
か
し
め 

た
，の
で
ぁ
S

、
，ヵ
ク
ツ
キ
丨
S

.
め
て
f

。

( 

著
、
？
フ
ジ
ス
革
命
S

け
'る
階

馨

立

六

〇

頁)

：、
 

夕
W
人
た
る
法
王
は
、'
敎
會
の
豐
富
な
收
入
.を
勝
手
^
所
分
レ
た
，
然
る

：£
、
乙
の
僧
團
は
闕
際
的
の
も
の
で
あ 

る
I

、
：秦

收

入

：

は
、
，單
.
5
:ラ
.
f

益
を
與
へ
た
。
：從
っ
て
、
.

i
收

入

は

特

爲

權

者

2

の
利
益
S

役
立
た
な
か
っ
た
。

僧
W
か
、，Iか
く
：の
：如
く
、
.貴
族
に
ピ
.：つ
で
歡
迎
ず
ベ
さ
も
の
で
な
.か
っ
た
e
同
様
に
、
；ブ
ル
ジ
ョ
ァ
泛
つ
て
も

x

f

 

^
.
^
.
0 

- 

- 

 ̂

く 

.
'':
• 

'

'

-

I〗

ん

|

れ
ぼ
、へ
：僧
圓
は
、、
|

的
商
業
的
宇
段
s

i

s

立
場
|

っ
た
か
ら
で
あ
る
。：
彼
等
は
世
界
の
.到
る
歡
、
' 

S
、
：日
本
、

メ J
;

n

,

ベ
ル
f

S
る
迄
'

S
代
.理
商

：を
を
兼
：ね

た

特

派

員

を

放

：つ

v

M
o;
^
o
:
:
v 

: 

”

 

I

 

彼
等
ば
、
常
に
.歐
羅
巴
に
於
て
.商
.賣
す
る
.丈
で
は
4-
ぐ
、
植
民
地
.の
#
取
を
系
統
化
す
る
事
も
知
？

g
つ
た
。 

£

て
、
'又
、
：：
驚

地

：
I

职
£

奪
£

引
ゃ
獨
裁
經
營
に
ょ
っ
I

益
K

B

揚
等
の
：

H

業
，的
企
業
^

使
用
ず
る
.雜
|

づ
で
利
益
を
；̂
出
ぼ
た
、：
最
初
の
歐
羅
巴
勢
力
s
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ン

.
I

:

ノ

ン

T
s
g
廷
貴
族
ど
は
，
彼
等
の
こ
の
共
通
の
敵
^
對
し
'て
、
_
啓
蒙
哲
學
を
武
器
ど
し
て
極
め
て
俊
睃
な
攻

_
擊
を
向
け
た
：の
で.
あ
る
0 .
ニ

.

〉

：

：
 

'
ベ

、.こ 

I

き

力

ゥ

、'キ
J
.の
云
ふ
が
如
べ
、
一.政

府

备

族

：
、
>
 

聯
合
し 

て
僧
侶
^
藤
抗
す
る
k
至
っ
た
の
は
、；：恐
ら
く
、
i
の
.近
代
的
商
業
關
係
に
ょ
っ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
かo 

こ
れ
は
確
か
^
理
由
I

.
る
べ
&
.
で
あ
ら
ぅ
0
然

し

、

乙
れ
：が

其

现

由

の

す

：ベ
て
：
ド

あ

-
ど
は
..云
.ひ
雛
い
。

乙
.の
攻
擊
のI

稍
は
、少
く
ど
.も
僧
侶
の
封
建
的
形
式
^
向
时
ら
れ
/2
も
の
で
あ
る
こ
ど
を
認
め
谷
べ
会
で
あ
るo 

只
ち
へ
.i®

時
：.の
智
識
階
級
：0
激
し
，い

雲

の

聲

に

：動
か
さ
れ
た
.
0王
及
政
府
常
局
が
、
种
會
制
度
.の
改
良
^
對
し
て
、
 

柯
く
_
發
^

^
參

*|
し
初
め
た
か
ら
.で
あ
る
^
|
|め
.る
事
も
>
又
可
能
な
，の
で
あ
-6

。
，

フ
ラ
シ
ス
革
命
を
生
ん
だ
十
八
世
紀
の
フ
ラ
シ
ス
I

て
、
王
及
政
府
が
、';
何
等
社
會
の
改
善
k
對
し
て
、

人
民

の

幸

福

装

しV
、；

注

意

し

ま

っ

た

暮

ふ

入

が

あ

る

な

ら

ぱ

、
そ

れ

は

偉

大

馨

誤

譲

.で
あ

る

。

革

命

に

最

も

近

V A
::

ィ
十
六
世
の
治
世
の
如
 

>
は

、
、
殊
^
、
人
民
の
幸
福
、
，社
會
の
改
善
^
對
し
七
注
意
を
柳
っ
た
治
佌
で
あ
っ 

た
-の
：一
で
あ
る
。
.

... 

^
':

事
實
、

ぐ
ィ
十
六
世
の
.治
世
.に
は
、
そ
れ
ょ
り
以
前
の
治
世
ど
は
異
づ
て
、
治
者
の
頭
腦
に
人
民
の
生
命
ど
自
由 

の
#
重

.年

云

ふ

目

的

が

積

込̂
れ
'て
.居
っ
た
。
そ
し
て
、
.
iれ
€
词
時
^
、
社

會

备

體

の

繁

榮

は

.、
■か

っ

て

其

例

?: 

見

塵

の

速

力

を

以

：
.っ
，

V

、
ノ

產

業

方

面

袅

.V

然
ら
ば
、
人
ば
：反
問
す
る
で.
あ
ら
ぅ
。：：：か
く
の
如
さ
善
政
の
時
代
^
あ.
っ
，て
、；.
何
が
爲
^
苯

命

が

阻

昔

れ

#
な

か

つ
S

.
か

ど
0
: 

:
. 

:

に
？

パ

フ

:第
二+
六

畚

.

(

六
〇
七
.

〕

：

フ
：ラVK:,

革
命
時
代
'の
知
識
階
.級 
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四

虎
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:

.
辩一

一
十
六
卷
：(

六
0
八
'
> 

フ
ラ
ン
ろ.箪
命
時
代
.益 

第
四
號 

九
q 

•;
:
ト
ッ
タ
グ
ィ
ユ
は
乙
れV

答
：へ
て
云
ふ「

我
々
は
か
、
る
戀
則
に
驚
く
0
:然
し
こ
れ
ど
同
一
の
現
象
は
歷
史
上
に 

豐
富
R 

•し
て
ゐ
る
0
.革
命
は
、
惡
ょ
し
最
惡
R
赴
く
次
第
的
傾
向
に
ょ
つ
て
招
來
さ
れ
る
も
の
で
は
一
な
ぃ
0
忍
耐 

强
く
、
■:
且
殆
ん
ざ
無
意
識
に
*
も

_
倒
的
な
歷
迫
^
耐
へ
.た
阈
民
は
、
.其
滕
迫
が
輕
減
3
れ
初
め
た
時
^
、
屢
々
其 

拘
鬼
^
對
す
る
暴
動
を
爆
發
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

(
T
o
c
q
l
l
l
e
;

 A
l
n
t
r
e
g
f

 a
n
d

 French. Revolution. 

p
:
2
1
5
-
2
i
6
)
。 

V

、
長
邦
^
亘
る
避
迫
の
後
で
人
民
を
救
は
ん
ど
す
る
王
は
、
彼
が
偉
大
な
天
才
で
な
い
服
办
は
、
.其
好
意
も
努
力
も 

i

切
を
徙
勞
に
@
し

^
了
ふ
も
の
で
あ
るo

そ
れ
ら
の
弊
寒
を
、
不
可
避
，の
も
の
ど
康
ひ
あ
き
ら
め
.る
が
た
め
に
辛 

扼
す
石
の
で
あ
る
が
、

1

度
、
そ
れ
.が
可
避
.の
も
.の
.で
あ
る
，ヒ
云
ふ
事
が
示
：̂
.れ
、
ば
、
治
者
の
好
意
k
反
し
て
人 

民
は
、

て
れ
を
破
壞
し
や
ぅ
ミ
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
0
し
か
も
、
當
時
要
路
R
立
つ
も
の
代
確
た
る
社
會
的
見
解 

を
苻
ず
る
も
の
：
 

>殆
ん
ぎ
犮
か
つ
’た
^
云
つ
て
ょ
,い
位
の
狀
態
で
あ
る
^
於
て
あ
や
、
ど
云
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
0
 

其
上
常
時
に
於
け
る
乙
の
產
業
の
發
琨
？
”そ
、實
^
、
社
會
改
良
た
ら
ん
ビ
し
、：

又
然
か
る
ベ
さ
'乙

蒸

餘

1
な
く 

3
 

4
て
&
つ
た
主
な
る
被
治
者
フV

シ
ョ
ァ
ジ
丨
の
膨
大
攻
實
カ
增
進
を
示
す
名
の
に
外
な
ら
な
か
つ
.■た

の
で
あ
る
。
.

か
や
ぅ
I

I

、
.私
は
、
ヵ
ク
ッ
キ
丨
の
あ
げ
s

f

相
並
ん
で
、敎
俞
の
封
建
的
形
式
S

す
る
僧
f

、
 

改
革
の
要
求
の
：增
加
し
た
'た
め
、
政
府
も
.又
、
屢

攻

擊

k
其

，
！
：步

嘉

め

た

の

で

あ

る

ど

解

す

る

。

’

r

wに
^
て
政
が
の

^
敎
攻
擊
は
年
代
的
^
何
時
か
ら
初
つ
た
か
^
云
ふ
に
、
そ
れ
は
、j

七
四
九
年
に
初
め 

て
最
初
の
具
體
的
決
定
的
手
段
I

つ
て
現
れ
て
？

，(

S

I

,
 

T
h
e

 H
i
l

 

o
f 

c
l
a
t
o
n

 in England, p. 3
3
2
). 

>
.乙
の
新
政
策
の
徹
始
者
で
ぁ
る
名
譽
を
負
ふ
：た
も
の
.味
當
時
大
藏
大
臣
，で
ぁ
っ
た
マ
シ
.才
ウ
.

v
t
M
a
d
l
a
u
s

で
あ

つ
た
。：

彼
は
、
：j

七
.四
九
部
八
月
に
、
詔
勅
s

證

表

f

れ
、
且

バ

上

マ

x

k
ょ
つ
て
承
認
さ
れ
I

V
下
の 

同
意
を
經
な
い
で
は
、
如
何
な
る
宗
敎
建
築
も
建
て
る
M
'̂
5:
禁
北
し
た
勑
命
を
發
し
た
。

，

シ
ス
モ
ン
テ
ィ
の
^
す

る

が

^

ょ

れ

ば

こ

の

法

令
^
ょ

つ

て

マ

シ

ォ

ゥ

,
は

、:

僧

職

階

.級

の

財

產

の

增

加

の

み 

な
ら
ず
、
そ
の
#
在

3
へ
も
王
國
の
罪
恶
ど
認
め
.た
：の

で

あ

る

。

し
か
も
こ
の

^
舞
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
に

^
つ
て
計
観
の
堪
な
る
手
始
^
す
ぎ
な
か
つ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
政
府 

は
、
僧
侶
の
財
產
S

桃
す
S

時
の
來
た
I

を

覺

つ

た

嘉

の

憲

を

代

表

し

た
マ

シ

ゥ

ォ

て

、
引
繼
ぎ
大 

藏
大
沍
の
印
絞
を
授
け
た
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
時
か
ら
革
命
^
至
る
四
十
苹
の
間
、
乙
れ
ど
同
一
の
僧
侶
攻
擊
を
行
V
た
中
で
、
特
R
有
力
な
人
を
あ
げ
れ
ば
、
 

cholseul,

名eckerv: Turgot 

.の
三
人
で
あ
る
。
し
か
.も
、
こ
れ
ら
三
人
の

有

名

な
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、c

a
o
n
a
e
,

 

M
a
l
e
f

 rbes, 

T
e
r
r
a
y
‘0

如
.
&
稍
々
.下
.る
人
物
も

•̂
し
く
.、
僧
侶
が
迷
#

^
利
：し
^

^
己

^
勢

力
?:
®

張

す

る

ば

で
な
く
、
：淫
染
奢
侈
に
耽
け
る
が

.た
め
に
彼
等
：の
特
權

を

恶

用

し

て
.：

Q'

る
a
狀
を
攻
擊
す
る
事
を
以
つ
て
寒 

ら
政
治
の
要
雜
ど
.見V

居
つ
た
の
で
あ
る

.0

.他
方
宗
敎
內
部
の
論
#
ば

.'
政
府
を
し
て
：、
；
M

R
他
の
手
段
を
採
用
せ
し
め
た
。
從
來
、
迨
儉
思
想
ど
目
s

a
て 

政
府
が
罰
し
て
思
つ
た
信
俏
_

^
の
學
說
^
、
政
府
が
好
意
5:
も
ち
初
め
た
事
が
そ
れ
で
あ
つ
た
。

■ 

■ ■ 

i

の
®

k
關
し
て
.も
舊
敎
徙
.の
.迫
害
に
對
し
て
新
敎
徙
を
保
議
す
る
意
思
?:
示
し
：た
最
初
の
；大
K
^
マ
シ
ォ
ゥ

 

ル
で
あ
つ
：た
？V

ィ
十
四
世
の
死
後
、
：急
^
勢
力
を
#
た
，ジ
ャV

セ
ニ
ィ
ス
ト
は
、
'.
,乙
れ
^
力
：を
猶
.て
、
.敎
會
內
部

• 

k
於
け
る
セ
ス
ィ
ノ
ト
の
勢
カ
を
«
倒
し
去
ら
ぅ
ど
し
つ

、あ
ろ
た
o
常
時
の
有
名
^
政
治
家
，は
、
殆
ん
ざ
す
ベ
て

第
.ニ
十
.六
卷
.

C

六
〇
九
.：

I

>
ラ
ン
ス
瑢
命
時：

代
-の
.知
_
階
級
パ 
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四
^
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飨
ニ
屮
翁
：

、

(

六
：.

】

〇)

フ
.ラ
ンX

革
霧
代
.の
卸
識
階
級
:

• 

V
第
3

'

—
、

ジ:
ャ
ン
セ
ニ
ィ
ス
卜

の
後
援
里
っ
た
。
ネ
ジ
力
}
、
及

ル

ソ
：|
:の
：如
含
は
そ
の
'中
の
す
ぐ
れ
養
持
零
あ
っ
れ
。
 

?
'思
ふ
に
、
政
治
象
が
す
'ベ
て
.懷
f

;
で

あ

神

學

者

が

、'勿V

ビ
ラ
ス
ト
で
あ
る
時
代
S

っ
て
は
、
權
威
S 

傅
統
の(

最
後
の
擁
議
者
で
あ
る
.

ゼ
. ：

ス
：ィ

ト

の

A
派
ば
> 
翁
然
滅
亡
す
べ
'さ
運
命
に
あ
，る
 ̂

逆
. 

っ

友

：^
の
た
め
'
は̂
、「

.何
等
特
別
な
事
#
の
發
：生
を
必
耍
ミ
し
.な
か
：っ
|2
。

」

.僅

か

苳一

少

事

件

が

ち

々

^

ベ
す
れ 

ば

、

」

政
：府

は.彼
等
を
弾
麟
出
來
た
の
で
あ
る
。
，
'
.

W
ち
、
ニ
^
3L
-t
:
#
R
v
>
、
、K

V(

D
a
m
i
s
s

)

が
王
を
晴
殺
し
や
ぅ
ど
し
た
事
が
あ
各
が
、
ゼ
ス
イ

ッ

ト

は

其
行 

.爲
の
煽
動
者
で
'あ
：.る
患

般：
か
&
信

ぜ
：ら

れ

：

.た
。
|

靈

：ぼ

事

實

僞

で

あ
\

6 

,の
歸
す
る
所
を
指
摘
す
る
冬
の
.で
：あ

る

事

は

姐
0
ズ

あ
.
0た
.。
：
が

ぐ

し

て

1:

七
-六

，1
:年

八

：月̂
は

，，
ゼ

，
ス

ィ

ッ

ト

H

 

新
し
い
®
依
#
?:
容
れ
る
事
S

せ
ら
れ
、
大
學
'は
閉
鎖
^
れ
、
彼
等
の
著
作
の
多
く
も
公
然
ビ
.燒
却
^
れ
た
。
次 

s

で

翌

一

七

六

ニ

年

に

は

、

畏

勑

令

が

.發

せ

ら

れ

、
.杭
辯
ず
る
事
な
く
善
良
な
る
國
家
.鐘
加
す
る
事
を
許
す

に
木
逾
當
2

t

:

s命

I

f

、
_

は
有
罪
S

當

受

け

其

S

產
は
賣
却
を
命
ぜ
ら
れ
、
建
物V

圓 

體
ぞ
は
公
式
^
廢
北
：3
れ

：
て

了

っ

：
た

。

、

.

：

.

然
ら
ば
、
彼
等
：の
罪
恶
は
し
か
く
食
大
|

の
で
：あ

っ

た

か

奚

卖

，
前
述
し
た
如
ぐ
、
全
く 

f

で
は
な
か 

0

た
。
彼
等
は
s

k
對
し
て
陰
謀
墓
て
た
5

ふ
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
^

W

ふ
め
で
も
又
宗
敎
を
改
革
し
や
.ぅ
ど
欲
し
た
.の
で
も
な
か
っ
た
-0
十
八
世
紀
^
於
て
.必
要
な
事
は
、
可
か
り

ま 

ら
I

件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
I

s

民
の
決
定
し
S

を
正
.當
づ
け
る
ロ
實
k
役
立
I

ベ
す
れ
ば
い 

:

い
の
.で
I

.
た

:0
從
つ
て
、
.
J

大
事
件
I

商
人

 ̂

l
i
m
i
t
s 

^

ふ

の

は

：
、IE
しS

歡

察

で

な
.か
：つ
た
。

「

十
八
世
紙
の.人
の

眼
^
は
、
，セ
ス
‘ィ
ダ
ト
の
算
の.罪
惡
は
：現
#

ょ
办
も
攀
み 

過
法
の
事
^
屬
し
、
,且
古
代
制
度
の
罪
寒
を
辯
議
す
.る
事
^
ょ
つ
.て
、
人
類
の
.：
進

步?:
阻

害

し

た(£
ぃ
ふ
事
k
あ
つ 

たj

 

(Buckle) 

op. 

cit, 

p. 

3
4. 7

ノ

ゼ
ス
ィ
：'ッ
ト
の
廢
止
は
新
敎
徒
の
典
隆
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.°
.

:

:

1

七
八
七
年
、
即
ち
革
命
前
僅
か
.ニ
年
に
、
ト
ゥ
,
丨
.
*

K

の
天
司
敎
で
あ
る
.

K

ジH 

V

ヌ
は
、
突
然
新
敎
徒
R
舊 

敎
徒
ヒ
同
等
の
權
利
?:
與
へ
る
勅
令
を
パ
y
のパ丨广マゾ

R
提
出
し
、

ヾ
ノ
ー
ル
マ
ン
は
常
^
3£
權
^
對
し
て
强
情 

で
あ
る
に
拘
ら
ず
乙
の
励
.命
：の
承
認
に
對
し
.て
は
躊
_
す
る
色
す
ら
見
ぜ
な
：か
つ
：た
0
:;
:

:

:
.

然
し
、
ゼ
■ス
ィ
ッ
ト
の
滅
亡
後
敎
會
の
衰
微
^
又
不
可
：避
.の
事
.實
ビ
，な
つ
た
0

:

,

,

フ
ラ
シ
ー
ス
の
m

s
は
、
自
己
を
破
壊
か
ら
救
ふ
何
等
め
準
備
务
要
求
も
な
か
つ
た
。：
何
ん
d
な
れ
ば
、
智
識
の 

m
步
ど
社
會
.の
發
展
は
、
敎
會
を
守
る
人

:^
:の
中
の
最
も
童
要
な
る
部
分
、
換
言
す
み
ど
、
中
位
下
位
め
僧
侶
を
爆 

げ
て
、
少
ル
；ジ
：ョ
ァ
階
級
及
革
命
家
：の
群
は
走
ら
し
め
/2
.:か
ら
セ
あ
る
：'°
ハ
：フ

.
:,
•

:

其
雄
辯
を
以
つ
：て
、
世
^
間

え

て

居

つ

た

フ

ラ

ン

ス

..の

僧

侶

の

聲

も

、

徙
ら
^
殿
堂
め
空
虛
な
る
天
井
に
ひ
び
く 

の
•み
：で
、
が
.つ
て
は
堂
纪
滿
ち
^

^た
！
！

衆

劣

今

は

其

姿?:
か

く

し
.て

、
，
：
恰

：
本

荒

.
®ず
る
が
ま
、
k
廢
棄
せ
ら
れ
た 

劇
.場
'の
如
ぐ
見
.え
た
。

:

.

.

■
'
;
:
.
:
.

 

:

;

..■
■.三
.
：

.:;
'
:
'
,
. 

■

:
: 

.

が
く
し
^
、
'.
:
:殆
ん
ざ
倒
壤
ず
る
^
な
.ん
-

^
た

：る
姿
を
見.ぜ
で
居
.：つ
た

敎

會

及

僧

侶

が

、
.十
八
..世
紀
後
半
か
^
 ̂

命
直
前
迄
？
.ど
も
か
ぐ
、
其
餘
命
を
.保
あ
得
た
.の
.は
、：'
フ
：ラ
シ
へ
ス
の
智
_
階
»
の
^

^
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宗
敎
界
に
其

第
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1
1
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:

卷
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フ
ラ
ソ
ー
ス
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知
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階
級 
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フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
知
識
階
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證

號

.

典
味
ど
尖
斜
^

を
失
ひ
、
堪
ら
政
治
方
面
に
向
け
ら
れ
て
居
つ
た
か
&

で

あ

る
'°
:

■

換
言
す
れ
ば
宗
敎
攻
擊
を
略
々
終
つ
て
十
八
世
紀
後
半
S

ん
i

識
階
級
は
：、

S

頃
か
ら
し
て
、

f

 

I

 

的
な
る
も
の
k
觸
れ
初
め
た
の
で
あ
る
。 

£ 

i

のら
し
め
ん
£

た
の
で
あ
る
。：
.

，
： 

-

5 

も
,K

. 

.

. 

,

.

乙
の
政
治
批
判
は
、,

今

迄

墓
S

數
の
I

象
及
研
究
家
I

属
せ
し
め
S

つ
s

f

 
f

、
ィ
ン
テ
リ 

グ

シ

チ

ャ

丨

の

大

衆

及

其

措

導

者

の

、數

を

；俄

か

に

.

增
加
：せ

し

含

。V
..  

J

,

_

薩

|

_

|

|

_

2

, |

V W
S

奚

し

て

l

i

賣
し
ぅ
る
I

に
し
た
か
ら
で
，t

。
，勞

雪

產

物
^

脅
I

成
：I

多
數
、
即
ち
民
f

對
象
ど
す
る
場
合
£

5

$

、
蒙

働

港

の
I

的
1

的

寒
s

i

勝

聽

l

i

l

l l
r

し
て
！

i

^

西

雪

意

如
t

、其
I

は
5

?

?

、|

|

大
|

|

货

隹

8

、

以
來
文
學
者
の
職
業
S

I

立
し
た
s

,

£

.

s

の

功

績

春

す

？

の
で
あ
：i

■
 

:

■

:
 

-

■

V

■

■■
:

.

.:.. 

.... 

'

'

.

,
.

.
.

-

.

デ
ロ
、
.及
ダ
ァV

。へ
I
ル
は
、
' 一1

人
'

W

も
貧
乏
で
は
.あ
：つ
た
が
ン
決
し
て
食
客
で
は
な
かCV
た
。
彼
等
，は
パ
ト
口
ゾ 

を
求
め
な
か
つ
た
し
、
又
•ゥ
ル
ナ
ィ
ユ
の
名
^
あ
こ
が
れ
、
徙
k

R
幻
想
を
夢
み
る
こV 」

は

決

し

て

.な
か
つ
た
"

E

 

S

O

U

O

^

^

F
 

<

c

r 

a, 
^

o
 

v

.'
1
言
^
し
て
：云

へ

ば

、
.：
|
?
!識
が
自
ら
生
さ
る
可
.能
性
を
知
つ
た
の
で
あ
つ
.た
。
.

智
識
の
民
衆
化
は
、
#
籍
市
場
k
相
並
ん
で
ょ
6
廣s

膦
貨
力
を
期
待
し
必
要V

J

す
る
雜
誌
新
聞
パV

フ
レ
ッ
ト 

業
を
起
^
し
め
た
:0
-
 

.
 

■
:
..

•:
:
ァ
|
ナ
！

、

ャ
シ
ダ
の

手

記

に

：ょ

れ

ば

、

.當
時
パ
>
.丨
k
於
け
る
こ
の
種
の
出
版
物
の
公
刊
は
：す
：ば
ら
し
い
も
の 

で
あ
つ
た
ノ
彼
は
、. 一

七
八
九
年
六
月
九
日
^
次
の
如
<
書
い
；：て
ゐ
る
：。
.：

:'

「

パ
リ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
店
で
現
往
行
は
れ
て
ゐ
る
商
賣
は
：信
ぜ
&

れ
ぬ
程
で
あ
る
°

«

は
、何
か
新
し
い
も
の 

が
.發
行
^

れ
穴
かW

ぅ
か
見
た
い
ど
思
つ
て
、
又
、
全
部
の
目
錄
が
欲
し
か
つ
た
.の
，で
、
.パ
レ
ー
、

ロ
ブ
ィ
ャ
ー
ル 

^

行
0

-'
/

2

始
終
何
ヵ
^

し
い
も
の
が
出
て
ゐ
る
。
今
日
は
十
三
出
た
:0

昨
日
は
.十
六
、先
週
，̂
は
*

ニ
出
て
ゐ
る
。 

我
々
は
ロ
. V

ド
ン
のD

frr
e
t
t

店

や

S
t
o
c
k
d
a
l

店
•か

混

雑

し

て

ゐ

る

匕

思

.ぶ
^

^
が
あ
る
.：が

、.
之

〜

の

Desein 

や
^

;

ら
の
店
ビ
比
較
す
れ
ば
、全
く
沙
漠
見
た
い
で
*

る
::
0

こ
、
で
は
、店
®

か
&

帳
場
迄
身
動
さ
も
.出
來
な
い
。
 

そ
の
傾
格
は
、)

ニ
年
前
は
一
つ
二
十
七
リ
ー
ブ
ル
か
ら
三
十
ジ
ー
ブ
火
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
：.今

で

は

六

十

リ

ー

ブy 

か
ち
八
'+

リ
|

ブ
：ル
で
あ
る
、5

々
J

(f.
O
Ĉ
Y
O
U
n
g
,
T
r
e
v
e
I
s
i
n
F
i
a
u
c
e
.
:
p
.
r
5
5
-̂
^

乙
：の
出
版
者
の
多
く
は
、
.
一
一
十
の
中
十
九
迄
は
、
向
凼
思
：：想

W

好
意
を
.：％

も

、
_

し
て
僧
侶
及
貴
族
^
對
し
て
烈 

し
い
反
感
を
.有
し
て
展
つ
；た
°

然
る
it

、
営
廷
は
か
、
る
多
く
の
出
版
物
の
奔
放
な
立
論
を
.何
等
制
_

し
次
か
つ
た
。

第U

十
六
'#(

六
一
三
.
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ヮ
ラ
ン
ス
康
命
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狀
め
知
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階
級
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踪
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機
關
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な
か
0. 
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あ
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出
現
し
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が
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で
あ
々
、
ク
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ブ
で
あ
っ
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革
命
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立
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で
あ
っ
た
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^
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忧
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あ
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を
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令
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ら
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.た
：も
0

で
あ
る
：が
、.
.典
の
.當
初
こ
 

於
て
は
、■

等

政

治

的

色

：彩
を.も
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又
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又
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し
て
こ
の
熱
狂
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衆
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作
博
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て
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迫
眞
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る
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元
八
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史
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參
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。
と
の
場
所
は
常
時
の
目
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所
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あ
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話
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た
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績
ぃ
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ア
人
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H
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ア
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耳
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の
君
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カ
フ
エ
ー
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校
做
し
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の

3—

ヒ
ー
テ

I
ブ
ル
を
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き
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I

除
を
深
く
た
れ
と
め
、
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子
張
に
し
て
、
冬
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湿
く
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は
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し
い
喚
飮
过
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話
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す
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新
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フ
エ
ー
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營
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こ
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は
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心
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し
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つ
た
。
こ
れ
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、
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カ
フ
エ
ー
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駆
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し
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で
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る 
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將
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フ
エ
ー
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述
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掛
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た
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.樂

隊

は

絕

ん

.ず

脤

か

な

樂

|
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立
て
、
興
趣
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漱
え
た
。

I

の
ギ

.
¥
ェ

ッ
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は

樹

木

k

か

こ

ま

れ

’
无

井

は

樹

の
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で

作

ら

れ

手
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っ
S

I

っ
た
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乙

れ
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丨
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云

っ

た
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そ

れ
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樹

木
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植

え
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所

ど

云

ふ

意

味

で

あ

る
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后

は

、
か

っ

て

i

ア

ル

ト

ア

伯

葛

は

れ

、

行

し

、

へ：一:
g

か
や
ぅ

I

快

裏

驗

し

4

1

 ?

云
っ
I

る
。
t

彼

女

が

不

霞

愼

で

あ

る

^

云

ふ

理

由

.で
、

诋

人

か

ら

指

！

g

せ

ら

れ

る

原

因

.ぬ

歡

ヘ

ら

n

た

。

、
’
乙
れ
I

集
會
以
外
5

一
當
時
1

け
る
輿
論
論
力
を
知
ら
し
め

t
■

新
聞
及
雑
誌
で
あ
っ
た
。

z
n
c 

つ
い
て
は
乙
、
^
述
べ
る
乙
ヒ
を
_
す
る
.
^,
す
る
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ぃ
.

か

く

の

如

く

、
社

會

を

あ

？

政

治

や

論

議

す

る

聲

の

.高

ま

っ

た

中

に

1

特

に

我

々

の

注

意

を

惹

い

た

も

？

、
 

フ
ー
フ

v

ス

に

於

け

る

經

濟

學

の

誕

生

ど

い

ふ

事

で

あ

っ

^

。

.

. 

： 

I

1

10

フ
ラ
ン
ス
k

、
初
め
5

の
組
織
的
な
政
篇
論
が
現
れ
た
ど
い
ふ
事
實
は
、：
フ
ラ
ン
ス
社
會
が
、
國
民 

I

加
へ
I

居
っ
た
政
府
の
.束
縛
を
、
精
神
的
S

而

上

的

し

5

1

で
？

、
政
府
の
干
涉
が 

1

國
の
物
的
利
益
の
上
^

も
た
ら
し
た
莫
大
な
損
害
を
認
知
す
る
^

至
っ
.た
事
？
換
言
す
れ
ば
、
ブ
レ
ジ
ョ
ア

ジ

ー

の
，利

肅

f

、：
最

I

.
確

裏

學

S

暴

S

?

爵

す

る
I

學

靈

系

の

構

成

さ

れ

た

事

を

示

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

即

ち

乙

れ

に

ょ

っ

て

初

め

て

、
從

來

、
形

而

上

學

的

世

界

k

浮

動

し

て

居

っ

た

ブ

ゲ

ジ

ョ

ア

f

は

、實

際

，
 

社

畲

に

根

を

卞

.ろ
す

«

が

出

來

^

の
で

.あ

る

。 

I

多

f

 

は
、

哲

摩

濰

翁

小

麥

裳

袅

.て

f

、「

I

V

A著

'年
煩

、翁

、
^
^

な
物
語
、
进
だ
#

幻

的

な

道

德

論

及

神

慮

や

痙

攣

^
關

す

る

神

學

論

に

倦

い
た

國
民
は
、
遂
に
、
h

.̂
k

っ

い
\し

考 

へ
.初
め
た
.

」

ゼ
云
づ
七
ゐ
る
。
•
又
彼
は
次
の
樣
に
も
云
っ
て
ぬ
る
。r

事
態
が
乙
の
ま
、
繼
續
す
れ
ば
、
我
々
の
藝
術 

.
は
左
#

^

ら

で

：
あ

，
る

。

則

政

^̂

關
す
る
忠
吿
や
計
«

熱
が
國
民
を
.補

ぇ

：た

」

%

ヶ
ネ
ー
全
中
心
^

す
る
人
.々
、

'所
謂N

ィ
デ
ィ
オ
ク
ラ
.
マ
ト
：̂-
稱

せ

：ら

れ

'る

1.

派
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

Z
の
.重
«
學
派
を
、
純
收
益
ど
自
然
秩
序
く
の
一
一
っ
を
根
構
ミ
す
る
も
の
で
あ
る
ど
云
^

狹
義
の
.立
義
；̂
ょ
ら
ず
、
 

コ
,
べ
：丨

,
主
義
に
對
す
石
反
抗
及
由
曲
放
任
促
進
：運
動
ど
解
す
る
I

ば
、
經

濟

思

想

土

に

於

て

：は

少

か

ら
ず
見 

#
の
相
違
を
見
た
多
數
の
人
々
、
ダ
ー

ル

ネ

ー

、
：
チ
ュ
ル
ゴ

ー
、コ
ン
ド
ル
セ

ー

、コ
ン
デ
ィ
ャ
ッ
ク

S
へ
も
こ
の
一

團
の
中
^
數
え
る
事
が
出
來
气
.

：

.

」 

•

.
乙
の
學
派
の
起
德
を
探
求
し
て
：行
け
ば
、
恐
ら
く
シ
k

ソ
ー
公
ド
迄
遡
る
之
ミ
が
出
來
や
ぅ
。
云
.ふ
近
も
な
く
、
ミ 

の
學
派
、は
.

ィ
ノ
^

^

^

£:¥
,
^
.
.
.
し

て
吞
れ
た
；も.の
.
.で
.は
な
.
.
.い.
の
.

^
あ
多
。:
*

咬
^
 

ュ
y
, 

I

公
^

迄
難
る
要
は
漆
い
ビ
し
：て
：
'

 

シ
"

リ
ー
公
の
：尙
農
政
策
が
殘
し
穴
傳
統
^

、
''

コ'
ル
^

丨
々
技
對
す
る
反
動
. 

k

求
め
る
t

苳
は
、：：

腐
人
も
異
論
は
な
い
.
.で
あ
ら
ぅ
.。.■何
^

ぞ
衣
れ
ば
^
^
^ ̂

成
各
經
濟
學
考
が
沄
ふ 

郯
く
.、
；..農
*

^

對
し
て
特
別
^

且

：組

織

的^
敵

對

政

策

を

；ど'ら

攻

か

っ

たS
じ

て
.も
.？
彼
、の

云

ふ(£
乙
ろ
k

l

し
た 

政

策

は

、¥

.指

の

勞
«

感

ら

富

を

生

：じ

さ

せ

：
檨

<£
;
.傲
し
*

も
：の
で
あ
办
、
從
っ
て
、
±

業
及
海
商
«

身
^

最
善
.の
«

; 

勵
を
與
ー
へ
た
こ
^

は
疑
，の
/
衣
い(

所
：で
あ
る
';
'
0
:然
る
^

乙
0

點
t

■そ
經
濟
學
者
め
：以

っ

V

非

雛

せ
.ず
^

%
か

な

か0
,

^

’
.
て
、
7

ィ
し
ゾ
：
オ>
:
ラ
丨
'ト

、

，
或

は

，
フ

.

.ラ
 ̂

1
.
:
群
^

何
を
求
め
^

の
'で
あ
る
か
で
.

第
亡
十
六
卷
：

C

六1.

九〕

■
フ
ラV

.

ス
革
命
峙
代
の
：知
識
蹲
級
パ
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热
ニ
十
六
卷(

六
ニ
〇)

フ
ラ
ン
.ス
灌
：命
勝
代
の
'知
戴
造
錢

:

篇
號

o
-JL.

.

1

.

I

-

U
 

. i 
(

フ

彼
-.
t

-
は
.
人
柃
？
產
業
翁
織
も
決
定
す
^
為
節
雜
贫
公
‘式
办
發
見
矣 

、

の

^
 

.治
的
諸
關
係
姦
定
す
る
た
め

k
、V

ッ
I
が
人
間
S

利
に
.關
ず
為
擧
S

樹
立
し
.
2

同
檨
の
努
力
を
、
試
み 

.た
の
で
あ
る
。
被
等
は
、
法
則
の
I

化
の
长
：め
‘に
：、
馨

め

本

質

I

.
入

農

ば

I

I

づ
g

そ

し

て

、

劣
 

本
質
突
入
は
、
S

S

L

^
 

^

^

 

^

^
人
間
s

i

活
：の
：本

質

識

程

度

迄 

&
ハ
=的
^
觀
貘
し
た
ビ
い
ふ
事
に
於
て
ク
.經
濟
學
其
'の
ネ
の
に
偉
大
犮
^̂ ̂

.

ノ

彼

謂

は

H

時

代

の

.英

'國

人

ビ

は

.、

從

；

0

 

:

て

、
：
全

く

其

傾

向

を

異

代

し

：て

居

っ

：奢

い

ぶ

事

が

出

來

；る

o

彼

等

を

. 

英

國

人

S

比

較

し

S

合

の

特

S

傾

向

V
J

は

、

.

外

國

實

看

々

4

.參

：の

本

源

I

求

す

.る

傾

向

、
及

び

、
中

央
 

集

權

化

さ

れ

£

府

J

V

5

S

塞

f

し

V
、

I

以

上

S

霞

i

的

S

I

.

S

:為

 

っ

た

。

響

す

れ

ば

、

^

^
 

^

a

l

^

^

l

i

o
.

^

1

1

1

5

全

麗

基

っ

て

管

2

未

質

は

何

ん

で

あ

る

か

、

S

分

配

狀

態

は

f

で

あ

ら

ぅ

か

ど

5

、

ょ

ら

根

本

的
 

な

疑

問

が

提

出

^

.
れ

て

©

っ

.た

。

..

m

れ

S

し

て

彼

等

は

、

土

地

の

生

產

ヵ

臭

解

決

を

求

め

た

。

彼

等

に

は

.、
：

_

が

座

S

本

源

.で

あ

る

善

 

へ

ら

れ

ぶ

&

業

a：
國

富

の

源

衆

ど

.
し

ぺ

保

載

ず

る

ど

同

時

^

、

そ

れ

を

.助

成

す

る

名

.蒙

し

て

.、

毂

勿

交

易

の
 

黑

A

濟

的

隹

由

i

主

張

し

た

。
：
彼

等

.は

廣

大

I

惠

S

說

i

張

す

る

最

初

の

人

々

I

っ

た

。

こ
の
霞
於
て
は
、
.サ
！

.ダ
ッ
ド
”
！ 
.
ノ 

|
ス
の
如
裏
ん
だ
.ィ
f

ス
學
者
に
3
へ
も
先
ん
じ
て
@
っ
たVJ

、

マ
，

シ
ャ
ル
は
.云

っ

て

ゐ

る

:0

•

.

,

斧

し

，

•!
:

#

_

す

べ

含

事

は

、

9

彼

等

0

學

戰

は

、、

|1
史

的

|

れ

ば

、

ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

f

の

■意

見

I

論

的

表

現

：で

.

あ
つ
た
が
、
彼
等
自
身
の
立
場
か
ら
'云
へ
ば
、
前
述
し
:/
2

如
.く
、
，單
.に

〗

商
人
の
富
を
增
し
、
國
庫
の
財
庫
を
滿
れ 

す
^

あ
つ
.た
の
で
は
な
く
、富
の
本
源
的
生
成
の
理
?:

究
め
る
事
で
あ
々
、
且
同
時
に
極
度
の
貧
乏
^
よ
つ
て
生
じ
た 

困
苦V

.

墮
落
？

」

輕
減
せ
ん
^

す
る
^

あ
つ
た
0 (

大
塚
金
之
助
譯
マ
ー

ゾ.
ャ
V

經
濟
學
原
理
第1
分
册
三1

三
頁)  

:

從
つ
て

、

..
'
ざ
う
し
^

パ

レ

が
高
く
次
る
の
^

&

う
か
、：
何
放
^

勞
働
漭
が
か
く
も
悲
慘
古
狀
態
R

あ

る

の
か
、
凡 

て
の
土
地
が
：課

税

を支
拂
ふ：

べ
き
で
.は
な
，か

ら

う

か

、
'
あ
る
土
.地
が
そ
.
.の
.生
產
額
m

あ

ら

う

か

、
：
.か

、

る

諸

問

題

が

被

等

^

^

つ

セ

分

析

^

れ

た

ゃ

し

か

も

、；

z

n

z

そ

、

常

時

の

フ

ラ

ン

ス

社

畲

の

要
 

求

^

よ

く

適

合

し

た

も

の

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。

，

.彼
等
の
思
想
體
系
を
論
述
す
る
'之
ビ

、.
.及
乙
れ
■が
史
的
硏
究
は
、
革
命
へ
.の
進
展
を
知
る
に
於
て
も

、
又
フ
ラ
ン 

ス
に
於
.け
る
ブ
.ル
ジ
ョ
ァ
.ジ
ー
精
神
'の
趦
源
を
求
め
る
^

於

：
も
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
.そ
の
事
は
て
れ
を
他 

日
に
讓
る
ヒ
し
て
、
然
ら
ば
こ

の

學

派

が

革

命

に

對

し

て

如

何

次

る

影

響

を

與

，へ

^

か
I

K

'

H

k、
M

n

R

o

s

て 

は
、
：次
の
如
べ
、
ト
ッ
.ク
ビ
ィ
ユ
の
云
.ふ
^

N
Z

ろ
を
引
用
す
.る
.？
-V

が
出
來
る
、
日
.く「

彼

等

は
歷
史
：上

で

哲

學

者

よ
A
 

本
著
名
で
な
い
，

革
命
必
原
因
ド
贫
つ
允
點
^

於
て
も
哲
.學
者
よ
み
よ
う
間
接
的
な
影
響
し
か
與
へ
な
か
つ
た
。
然 

し
、
革
.

の
'*

相
は
彼
等
の
：著

作̂
於
て
最
も
:1

ぐ
»

究
す
る
事
が
出
來
る』

裏

智

令

昏
1

0

:

0

^

'

&

, 

V 

3
 

哲
學
请
は
大
低
政
治
問
題
に
つ
い
て
、
抽
象
的
で
且
總
括
的
犮
现
論
を
考
究
す
る
^

自
ら
限
定
し
て
居
つ
た
が
、
 

經

濟

學

者

ぱ

、

理

論

を

取

扱

：ふ

ど

同

時

^

願
著
な
事
實
2:

指
摘
し
/2
?

前
者
が
、"
理
想
：5:
供
給
し
允
^

對

し

て

：
、
，
後 

者

灶

改

丧

の

：實

際

的

訐

鐵

を

：供

給

：
し

た

.。

.
難
等
が
、：
十1:

攻

擊

：の

矢

を

向け
疗
；制
度
は
.の̂
ら
ず
後
に
革
命
の
手
に

; 

，

- 

:

■ 

■ 

. 

■ 

■

-
 

: 笫
」|

十
次
卷
：
'
ハ
.六
，写

^

^

.
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四
號 

一6
七



:

第
二
十
六
卷C

六
ニ
'
一

〕

.

フ
ラ
ン
ス
ホ
命
時
代
一
の
知
識
階
級. 

ぶ
t
-

.

一
 〇

_>
そ
し
て
？
他
方
、.
革
命
^
ょ

0
て
樹
立
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
す
べ
て
彼
等
^
ょ
つ
て
豫
め
主
張
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
。、
政
治
問
題
ビ
社
會
問
題
を
取
扱
,

：

彼
等
の
音
調
ビ
氣
質
^
は
、
'後
：の
時
代
を
豫.言
す
る
«
が
多
か
ぅ
た
り 

を
我
々
は
^
め
る
.
0
:

「

ン
：
：
'

 
’
：'
 

.

ノ
：，

:
:'.
:
五.
'

.
こ
の
^
經
濟
寧
派
‘の
.誕
生
^
同
時
^

我
々
は
他
^1

つ
の
社
會
琊
論
の
萠
芽
を
*

 
i
 

>
に
發
見
す
る
事
が
出
ぶ 

る

;°
:そ
れ
は
1{
:
會
主
義
的
现
論
で
あ
る
。

'

.

 

'

一
«1
會
主
義
の
起
源
^
つ
.い
て
は
、

.各
自
學
者
史
家
：は
'、
■其
據
るw

^

ろ
を
異
に
.し
て
■ゐ
.る
。
彼
等
：が
、
社
#
主
義 

其

の

も

の

：
へ

下

す

笨

義

が

，異

る

^
け
.|

換
言
す
れ
ば
、
.社
會
主
義
の
®
義

の

數

だ

け

、
、
社
會
主
義
の
起
源
化
つ
い 

て
も
、
異
說
を
數
ヘ
'上
げ
る
事
が
出
來
る
？
云
つ
て
も
：い
、
の
で
あ
る
。.
.

然
し
、
大
體
k
於
て
、：
®
世

社

會

主

義

の

起

源

を

十

八

世

紀

：の

後

伞

K
求
め
る
事
は
、
甚
し
.く
誤
：で
は
な
い
。
何 

ん

S•
な
れ
ば
、
，フ
ラ
ン
5

命
自
體
は
、'
.
全

體

的

化

見

て

ブ

ぞ

ジ

，ョ

ァ

革

命

で
あ
る
か
ら
、

.そ
れ
£

立

す
^
フI

 

レ
.タ
リ
ァ
的
理
論
を
、
.：；當
時
の
：社

會

全

般

の

要

求

で
.あ
|

認

め

，る

事

は

全

く

不

可

能

で

は

あ

る

が

、
.
そ
れ
が
趾
會 

制
度
に:.l.

大
變
革
を
與
へ
、
近
世
の
社
會
制
度
を
«
立
し
た
も
'の
.で
あ
る
以
.上
.、
«
々
の
思
愈
家
の
.言
論
及
著
作
C 

は
、
屢
々
11
:
會
主
義
的
现
論
が
意
識
的
汶
又
、.
.
無
意
_
的
^
、
長
く
或
は
短
く
、
說
か
れ
セ
：ゐ
る
の
を
發
見
す
る 

で
あ
.る
。 

.

ノ
ト
.ッ
ク
グ
ィ
ユ
は
吹
の
如
ぐ

.述
べ
て
ゐ

■る
。 

' 

,

ノ .「

社
會
主
義
の
名
ド
ょ
つ
て.
知
ら
れ
て
ゐ
る
破
壊
的
擧
說
は
、
近
世
的
起
：源
の
も
の
セ
あ
石:

ビ

一
般
化

0
f
A

セ

て
ぬ
る
。
こ
れ
ば
誤
«

で
あ
る
。

Z
れ

ら

の

學

說

は

、
：

(

早
期
砍
經
濟
學
說
せ
同
時
代
.の
も
.の
.
で

あ

る。

彼
等
の
或
者 

が
卜
社
會
の
形
態
を
變
改
す
る
だ
め
^

、
彼
等
.が
建
設
.せ
ん
.ビ
.希M

し
た
絕
對
權
力
を
使
用
し
た
い
ど
诚
つ
た
に
對 

し

て

他

の
も

.の
は
0

會
の
根
本
的
雜
礎
を
.破
壞
ず
る
た
め
^

、
そ
れ
を
使
用
せ
A

乙
^

を
提
議
し
た
の
で
あ
る」

ど 

(
1

 o
c
q
n
v
l
e
l
l

a>op>, 

c
i
t
'
T)
'

Ivo
vo〕

.

.

從
つ
て
、
彼
^

ょ
れ
ば
、
中
央
葉
權
主
義
^

社
會
主
義
€

は
同
じ
土
が
ら
生
れ
た
の
で
あ
る
が
、.
1
つ
は
：野
生
の 

雜
草
で
あ
ぅ
：1

つ
は
花

，！

1

の
育
ち
で
あ
つ
.た
。
こ
の
說
の
常
帝
は
措
く
ど
し
て
.、
'事
實
或
者
は
財
産
を
攻
擊
し
、
 

を
れ
^

栽
礎
を
お
く
社
#

制
度
を
攻
擊
し
、
を
れ
に
ょ
つ
て
生
じ
た
不
平
等
'
.の
起
ー
源
2:

さ
.ぐ

气

又

或

者

は

、，
利
己 

主
義
/
と
»

ず
る
た
め
に
则
藤
の
#

有
5:

提
喂
し
、
嫌
忌
す
ベ
&

所
有
權
の
W

建
を
望
む
も
の
を
入
道
の
敵
^

稱
し
、
 

「

狂
亂
者
も
し
て
屯
獄
ド
終
身
禁
錮
す
べ
会
共
兆
和
國
の
建
設
を
藤
み
た
，

:

,
 

•

.
テ
ィ
ヌ

?:
.
し
て
評
せ
し
め
るV
J、
.

乙
れ
ら
の
企
.は
誠
^

果
敢
な
い
窺
.で
あ
つ
た
ィ
一
吞
つ
て
：

a

る
^

、之
れ
を
、
最
早 

哲
學
者
^

非
&

ず
し
て
.、.

經
濟
學
者
で
あ
.々

、
政
治
學
考
で
あ
っ
た
ブ
ル
ジ
:3
.ァ
思
.想
家
が
、
益
々
人
民
の
味
方〜

 

し
て
，：

I
E

己
を
表
現
し
、
僧
侶
貴
族
^

對
し
て
の
み
で
は
な
く
、

「

富
者

」

一
般
k

對
し
：て
も
益
々
敵
對
的
R

自
己
を
表

明
し
た
證
左

(£
見
れ
ば
、
我
.々
は
十
八
世
紀
後
半
に
於
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
：る
！
！！*
階
級
，の
異
常
な
勝
利
を
知
.る

事
が
出
來
や
ぅ
。.
'
 

.

.::
 

■

. ■

丨
が
.く
しV

 

V

約

l
ff
i

紀
R

1:

る
永
い
經
糜
を
得
祀
知
1

級
は
> 

一
七
八
九
年
迄
代
、
ぞ
0

去

ぶ

べ

慕

、
沄
は
ん 

ビ
す
る
事
す
べ
て
を
吐
»

し
て
了
つ
.た

の

で

あ

る

，
。

：

'
'
:
:
へ

'
.
:
。

'
：

:

.

，
彼
等
^
ょ
0
て
十
八
世
紀
^
行
は
れ
た
、
人
類
精
神
の
活
動
を
綜
合
し
て
見
る
ど
、
を
の
精
神
の
大
膽r

D
k

驚
か 

笫
ニ
ヤ
六
卷G

a
m

)

：
フ
デ
ン
.ス
取
命
時
代
み
知
_
階
級 

铬

吋

號

二

0

九



,

第
二
十
六
卷C

六
1
5)

フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
知
識
階
.敗 

第
四
:̂.,

ニ

0 

ざ
る
を
得
なS

。  

. 
’

我

々

は

個

々

の

®
想
家
に
於
て
も
、
又I

つ
の
傾
向
ど
し
て
の
思
想.
於̂
て
：も
卜
十
八
，世
紀
の
人
類
嗜
冲
が
令 

社
舍
狀
態
を
舰
忌
し
、
或
は
輕
視
し
て
、
敢
然
ど
し
セ
進
軍
し
て
ゐ
る
の
，羞

：る
：。+ '
^
^
 

2
1
、
 

屈

俗

社

會

及

人

W
そ
の
も
の
、
即

ち一

切

の

.
改
^
-
を
要
求
す
る
樣
に
見
え
、
3
ぅ
し
て
人

！̂
の

自

 

ら
進
ん
で
乙
の
事
業kins
つ
た」

址
紀
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

in  

Europe,  p.  

370
〕  

.

然
し
智
識
階
級
は
こ
の
事
業
を
進
行
す
る
^

當
つ
て
、
社
會
全
.階
級
の
た
め
^

、
純
眞
無
雜
は
替
的
活
動
を
1
_
T 

つ
た
の
で

は

ま

。
彼
等
は
、
時
代
S
求
す
る
？

ろ
k

從
つ
て
、

第
三
階
級
的
見
解
の
I

I

:
般
人
民
の
I

 

を

啓

發

す

る

で

营

。
一
時
代
S
け
る
社
富
正
義
な

f
の
は
、
S
時
S

I
く
の
要
求
を 

*

す
る
も
の
.、換
言
す
れ
ば
、其
睁
代
：の
，要
求
す
る
$

の
を
代
表
し'て

藥

求

す

る

社

會

の

、
ー
階
級
.の
主
張
で
あ
る
。

一
 

七
八
九
^
r
R
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
R

民一

般
の
要
求
す
るv

j
m

ろ
で
は
、
別
^

論

じ

た

如

く-
_近
世
の
社
#
主
義
的
の 

5
、
.即
ち
第
四
階
級
：的
.の.も
の
で
は

な
く
、
中
流
階
級
、
特
に

町
人
階
級
の
封
建
的
束
縛
に
對
す
る
近
代
的
自
由 

で
あ
つ

た
。
從
つ
て
、
常
時
の
S

階
級
は
、
搾
取
3
れ

蓄
し
つ
、
あ
つ
た

階
級
S
し
て
十
分
の

同
情
を
有
し 

な
が
ら

も
、
彼
等
の
生
亦
條
件
祉
會
的
地
位
、
家
族
關
係
等
に
ょ
つ
て
、
彼
等
の
所
屬
し
て
居
つ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ 

丨
の
眼
界
を
超
越
し
得
な
い
？
云
ふ
矛
盾
に
平
然
ど
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
0;.

然
し
、
彼
等
は
幸
^
も
¥
等
營
業
的
資
本
^
利
害
を
感
ず
る
立
場
^
な
か.
つ
た
が
た
め
に
、
そ
れ
か
ら
生
じ
る
ブ 

v

ジ
ノ
ア
ジ
ー
特
有
の
：狹
最
が
ら
は
索
全
に
®
立
：し
て
：居

つ

た
P;
も

し

て

、.
な
ゆ
：翁

八
世
紀
^

於

け

：る

下

層

階

級

の

理

性

の

叫

：：び
を
％

完

全

に

.代

表

し

得

/2
。
如

ぢ

、「

彼

等

は

物

質

的

利

益

の

代

表

者

ど 

し

て
で..
は
な
く
、：
單
.な
る
.原

现

の

代

表

者

<£
し

て

，
.純

粹

理

想
の
代

表

者

^

し

て

，
自

e>
:

の
無

智

魟

誇

.ぅ
つ
、
國
家 

を
ば
自

己

の

其
時
の
企
莱
の
た
め
^

和

用

す

る

乙

ど
5 :
望

ん

だ

資

本

主

義

的

實

際

家

R

到

す

る

理
窟
家
ヾ

」

し

て

現

れ 

た

の

で

あ

る

」
(

カ

ウ

ツ

キ

ー

著

、

：

前

揭

：書

、

六

四

頁

：

)

：

.ど
ま
れ
、
十
八
世
紀
■の
後
带
k
於
け
る
人
類
精
神
の
蹓
進
は
偉
大
な
ち
の
で
あ0

た
。
ギ
ゾ
ー
も
驚
嘆
し
て
云
ふ
、
 

か
つ
て
か
、
る
大
膽
を
人
類
精
神
が
示
し
た
で
あ
ら
ぅ
か
？，

，

世

人

は

、
稍

も

す

る

せ

、
乙
.の
大
膽

3
に
驚
®
す

る

あ
^
6

、國
民
議
會

fc

於
け
.る

ミラ
ボ
ー
の
呑
端
火
を
吐
く
如 

き

獅

々

吼̂

思
を
馳
ぜ
、"
た
や
す
く
、
そ
乙
^

英

雄

的

人

間

の

存

在

に1.'
0
て
完
腺
さ
れ
遂
行
さ
れ
た一

場
の
拿
命 

窬
を
«

&

勝
ち
で
あ
る
：。
.
が
然
し
我
々
は
革
命
が
す
べ
て
、
大
臣
：の
漸
告
や
議
會
^

で
作
6

あ
げ
，
 

ら
れ
た
も
：の
e

は
決
し
で
信
ず
べ
き
で
は
5

0

國
象
的
行
政
：及
立
.法

に

：ょ

：：つ
；
て

完

成

3

れ
た
®

か
ら
革

命

を

見

て 

の
み
、

そ
れ
：は1£
し

く

、
：
イV

一
グ
ル
ゲ
ー
シ
：チ
へ
ャ
の
事
業
で
ば
あ
つ
た
が
、

'
本
壞
冑
頭
に
於
て
の
ベ
た
如
く
、
革
命 

VJ

つ
ぐ
つ
た
も
の
：は
依
然
，
ど

し

て

、
：.：
第
三

階

級

.の意
識

^
要
求
で

あ

つ

た

。

そし
て

、

；

の
、
1
|
ー.
.階
級
_の
理
論
的
半 

面
％
;革
命
^

於
け
る
智
識
階
級
の
疋
體
で
.あ
6

€

命
で
：あ

：つ

た

め

で

あ

气
^

:
:
私

：
は

最

後

枵

、
：
十

八

，
世

紀

.の
哲
學
fc
'關
す

る
-,

ィ

ヌ
0«

察
を
'の
へ
べ
ヤ
、
：
本

稿

の

結

論̂し

や

ぅ
$̂
^

 

. 

十

八

：世
：紀

の

終6
k
:
:
1
'
I

太
勢
力
.、1.1:

つ
：
の
：苹

命

力

は

、
：
人
人
心
：及

事

物

?:
#
起
せ
じ
、め\
係

數

的

に
»-
變
の
、狂

暴

さ?:

I

十
六
卷
，(

六
.ニ
$

:
フ
ラ
ン.ス_茧
命
時
代
の
：：知.識
.階
^
: 

111.



.

1
十
六
：

卷
；：C

K
U

六〕

ン
フ：.

ラ
，f
ス
審
時
：代
の
_

階
級 

V

V

S

.

ニ

；

ニ 

ト
即
ち
、

一

方
£

て
、
フ
ラ
ン
ス
國
民
は
普
的
成
熟
期

S

着
し
、
他
方
k
於
て
は
、
フ
ラ
シ
ス
の
ブ
ル
ジ

ョソ 

、ン
！
»

8

#が
成
齋
.邦
^
藥

し

た

い

a 

Vを

の

分

析

的

#
^
!
的

方
 

法

を4

猶
*•
ド

本

然

の

：
：
梦
\.
:
'の
：«/
:
會
.̂
適

用

し

ゃ

ぅ

ビ

^
^
.
。
ゾ

之

ぼ

 

彼 

の

赏

妙

の

樣

利

9 

.
锻
の
發
興
の
：殆
ん
ざ
無
限
な
*
會
ビ
を
，向
覺
す
る
^
至
つ
た
。

一
言
に
し

て

茨

へ

ば
、ブ
ル
ノ
ョ 

.で
ジ
.
|は
.そ

(7
)
階

.»
^

|

到̂
着
し
思
想
.家
は
世
界
意
識
祀
徹
し
^
の
 ̂

,

:-
;
'
.
t
れ
t
夺
革
命
の
烽
火
0
 
ニ
.つ
，'の
源
、
熱
烈
：$る

：：一:
10

:

の
泉
で
あ
：つ
た
。
そ
し
て
、
?.
れ
，R
ょ

：
つ

：
て

初

め

て

.
、

革

命
は
•可
能
一
の#

實
ど
.な

み

直

人

を

眩

惑.せ
し
め
る.I;

大

事

變

ど

家

つ

^

の

...

が
\
る

見

解

乙

を

、.革
命
^
與
へ
.ら
れ

た

最

も

妥

赏

な«
察

で

な

け

れ

ば1:
-
ら
な
.い
。
:

'.

-:
:
然
る
：̂

有

着

革

命

史

家

f

グ
イ
：

甚
だ

.

I.

方

的

な

馨

じ

：か
箪
命
S

へ
てa

な
い
。

タ
.イ

ヌ
ばv

ラ
ゾ
ス
.革

命
^

阱

し

て

經
«

的

硏

究

を

等_

視
し
.て
居
'
つ
，た
ば_か
^

革

命

，^
對

す

る

彼

の. 

所

謂
,~
1

*
典
|

£

*

」

次
る
も
.の

：
、
：
活

動

：
に

あ

爻

0

に
あ
や
.ま
：つ
た
觀
察
を
與
へ
ね
か
ら
で
あ
る
。

.

テ
イ
ヌ
R
ょ
れ
ば
革
命
は
全
ぐ
抽
象
的
.の
も
の
で
あ
つ
.た
。

1

は
皆
时
の
フ
テ
ン
ス
.阈
民
を
.、
.第
1

階
，：が
迅
速
^

完
成
^

れ
5
;や
否
ゃ
公
開
^

れ
た
塔
^

上
々
、
た
V

天
^

'
基

間

の

み

な

ら

ず

、
S

前

前

-?
周

奢

地

f

を
見
て
、
住
ん
で
S

國
を
知
ら
ん
M

s
證

者

こ
す
、
め

ら 
s

m

w

 て 
f

.'

.

°: 

’ 

リ
ベ
“

、

r
は

乙

マ

>^
嘴

^

%
ち
出
さ
れ
た
公
集
が
、
，做
か
^
す
ぐ
れ
た
見
地
^
立
つ
て
：ゐ
る
事
味
認

^

然
し
、
.乙 

の
民
衆
か
.正
.碓
に
觀
察
す
る
ビ
ー
与
ふ
論
斷
を
保
證
す
る
事
は
拒
ん
で
ゐる

. ：

Q
:然
ら
：ば
、
V

ラ

：
ン

：
ス
：
の

t
の

公

衆

は

、

ざ
ん
な
認
識
形
式
.を

有

し

て

居

っ

た
0'
で
お
ら
ぅ
か
。

'

タ
ィ
ヌ
k
ょ
れ
ば
、
こ
の
認
識
の
一
定
形
式
が
丼
典
精
神
で
あ
っ
た
。.
そ
こ.
か
ら
こ
の
世
紀
の.
哲

學
(£
•

、

大

革

命
 

の
恧
想
ビ
が
生
れ
た
：の
で
あ
0
た

0

'
. 

.
:

■
' 

:
:

.亦
典
精
_
の
成
立
は
、
芷
統
王
朝
匕
氣
品
あ
る
會
話
.の
成
立
す
略
々
同
時
代
で
あ
气
之
を
偶
然
的
な
ら
ず
本
質

的
化
隨
伴
し
杧
9
.
.
:
こ

,

'

:

.

-

杏
典
精
神
の
活
動
の
紘
果
，
論
文
ば
槪
括
的
表
現
の
み
か
ら
成
立
し
、
、他
而
冗
語
が
削
除
^
れ
る
k
っ
れ
て
、
益 

々
言
葉
は
精
確
^

な

气
.

選
ば
れ
记
語
彙
に
限
局
^

れ
へ
極
少
數
办
事
物
を
語
る
ば
か
ぅ
^

な
っ
た
。
.
雅
致
ビ
正
確

乙
の
ニ
つ
の
語

は

、

•
フ
1ス
ン
ス
の
ァ
ヵ
デ
ミ

|
^

典
^.

ぅ
^

れ

、

サ
ロ
シ
で

^

も
^

育
つ
た
。

'
テ
ィ
ヌ
は
、
こ
の
文
體
か
ら
\

次
の
如
さ
.ニ
っ
の
智
的
作
用
を
窺
知
す
る
事
が
出
來
た
.°

第
一
は
事
物
^

直
而
し
、
 

多
少
正
確
、
完
'全
、
：
深
奧
な
印
象
を
受
け
，
次
は
事
物
を
離
れ
、
そ
の
印
象
を
分
解
し
、
：分
類

1>
、
配
分
し
、
多
少 

手
際
ょ
く
乙
れ
か
ら
導
か
れ
た
觀
念
I:

發
表
す
る
'0

古
典
精
神
は
鄉一

ょ
办
も
第
一
■£

於
て
.
—
層
成
功
し
^

:

乙
の
結
果
、.
.す
べ
て
マ
種
の
人
間
、/
し
が
も
、
そ
の
何 

れ
も
皆
半
架
空
的
な
人
阢
が
作
A

上
げ
レ
れ
た
O

V
モ.
シ
テ
ス
キ
t

の
'聚

シ

：々

人
、
モ
リ
エ
：

—

グ
の
.召
使
や
下
^
、
グ 

v

ス
I

ル
の
ポ
，ビ
ロ)

ー
ァ
人
、
。
印

度

人̂
至
る
迄
、
乙
の
麻
が
現
れ
て
ゆ
る
デ
^
^

ン
結
局
、
す
べ
.
.て
を
受
入
れ
包
容
す
る
能
力
は
常
時
欠
缺
し
，て
© ;
っ
估
タ
_
除
さ
ぅ
み
限
グ
の
ず
べ
て
の
排
除
3
れ 

技
？
を
レ
て
終
洗
^
臟
縮
次
»:
て
抜
萃
蒸
靶
ぜ
1>
:
:殘
_
、7

ん̂
ざ
^
な
名
前
，
漑

:し
か
殘
さ
れ
な
^

ミ

、
^

古
典
糙
神
の
.特
質
が
あ
0'
:
た
。-

'
 

,

.

f

i
十

六

卷C

六
ニ
七)

フ
ラ
ンX

革
命
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策
ニ
十
六
飯
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六
二
八〕

フ
ラ
ン
ス
革
％
時
代
の
知
識
階
級 

第
只
號

b

ィ
ヌ
は
S
精
神
を
か
く
の
如
く
解
す
る
f

よ
っ
て
、；
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
一
般
的
S
る
l

f
fe
p

か
、
權
？

か
、
人
S
權

奚

進

化

豪

5
、殆
ん
£

l

s

sか
れ
f
 

?

Ir
11
^

そ
し
て
そ
れ

s

s

、
i

v
み

精

鰍

f

f

s

f失
は
し
め
た
鼠

S
占 

I

n
考
へ
た
の
で
あ
る
。
0

Jヌ
：
'
著
、
革
命
繫

|

松
木
修
重5

1
0

七
丄
三
七
頁
、參
照) 

シ

、

.シ
レ
ス
は
、
J

ヌ
の
以
老
觀
察
S

し
て
、
其
誤
®
を
指
摘
し
て
s

o
ジ
ョ
レ
.ス
よ
、
，グ
^
.

U

典
的
s
 

f

 

iた

豪

何

ん

i

 

f」

云
S
 

5

6なか
っ

、

ョ
レ
ス
は
、
第

崖

精

神

A

學
f

s

せ
し
f

f

ろ
I

I

の
誤
f

發

見

し

5

こ
ジ
ョ
レ
、ス
は
云
ふ「

J

ヌ
は
根
枇
に
於
て
誤
っ
て
居
,

先
づ
、
彼
は
あ
I

っ
て
、
最
も
專
斷
的
な
抽
象 

に
よ
っ
て
、
利
f
彼
の
所
謂
古
典
精
神
I
念

S
立
I

1」

i

f
 

f

I

r

p

n
 

ク
ィ
ヌ
は
、
十
七
世
紀
及
十
八
世
紀
k
.發
展
し
た
.科
學
S

S
て
莫
大
蓮
辭
を
呈
し
た
。
：

L

t A
f 

S
X W
I

、
•そ
S

、
|

|

が
し
、
I

s

聯
格
す
#

I

法
f

敎
ぇ
た
。

◎
S

、
4

5
何
で
あ
っ
た
か
、
念

l
、l

、
.
f、
I

、起
源
I

し

看

、
■

敎
ぇ
た
。

h

p

M

I

r
 

g

i

l

f

 

i

。
暮

、
今

日

春

|

立
し
|

ナ
人
f
 

r
人
間
I
ふ
も
の
は
、
生
物
の
長
い
.繼
續
の
.

|

部
を
作
っ
て
f

s
，
も
れ
は
、-I

つ
の
穿
で 

あ
？

、，遙
.か
後
I
命
の
偉
大
I
木
塞
る

S
で
あ
含

.

. 

•. 

. 

.
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■
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.

わ
解
剖
し
、:

社
會
生
活
の
秘
密
を
見
つ
.
.け
様
ご
し
た」

合
し
て
、
.富
V
地
煤
、
:.
'
:
'
,
價
値
、
生
產
等
0 :
».
濟

現

象

を

分

析 

し

や

う̂

企

て
^
の

で

あ

る'

.

耍
之
、
蒼
空
に
於
て
漸
く
識
別
し
得
る
遠
距
離
の
星
の
運
敵
か
ら
、
製
造
業
^

於
け
る
新
«

業
の
活
動
迄
、
科
學
. 

は
.

一

切
を
了
解
し
、

一
,

切
を
自
然
自
體
の
法
則
で
あ
る
、
繼
續
的
法
則
ど
し
て
發
展
せ
し
め
や
う
ど
試
み
た
の
で
あ 

る
。
^

れ
こ
ぞ
、
十
七
诋
紀
及
十
八
世
紀
の
學
者
の
行
づ
た
も
の
で
お
つ
た
，

テ
ィ
ヌ
{C

よ
れ
ば
、
：

M

の「

理
性
に
よ
る
社
龠
人
心
0 :

敎
育
し
は
、
古
典
精
神
：の
た
め
に
、
其
行
く
所
を
誤
ら
3

れ 

た
S

云
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
、、
堅
實
精
確
な
科
學
は
、
サ
ロ 

v

k

よ
つ
て
、
最
初
、
稍
々
發
輝
せ
ら
れ
た
が
、
次

s

 

で
集
會
や
ク
ラ
ブ
に
於
て
變
造
さ
れ
た
。
こ
>

に
革
命
の
虛
榮
が
あ
つ
た
<

0

"

然
し
>

テ
イ
：ヌ
は
、
如
何
な
る
解
剖
« :.

に
よ
つ
て
、
近
代
科
學
ビ
古
典
精
神
，<£

5:
分
離
し
得
た
の
か
0

ジ

ョ
レ
ス 

に
よ
れ
ば1

1

つ
の
^ .

の
は
聯
絡
し
且
ー
歐
し
た
カ
で
あ
づ
た
。

:

,
り

.'
'
广 

*

典
！？
神
は
各
瓤
念
を
分
析
し
、
畜

的

な

も

の

、
或
は

'.

偶
然
的
の
も
0 :
? :

贫
除
し
、
そ
れ
か
ら
、

j

切
の
必 

要
な
恶
素
を
、
最
も
自
然
的
负
論
理
的
で
，、'
且
最
も
明
確
な
秧
序
に
於
て
>
排
列
す
る
^
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

..
然
る
に
>
:乙
の
方
法
、
こ
の
場
純
化
.及
聯
絡
：の
慣
習
は
、
.自
然
及
生
命
の
無
限
に
宜
る
複
雜
を
简
取
祀
す
る
も
の 

で
あ
ち
宇
审
の
科
學
的
征
服

5:
:
^
る
だ
め
^
は
.、、
人
類
^;
^
づ
.て
必
嬰
で
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'

つ
^;
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人
間
は
空
想
の
奇
怪
な
魅
力
^

誘
惑
^

れ
な

.

い
ビ
：は

云

ひ
得
な
い
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ん
：̂

ト
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樣
妃
、無
言
吖
推
知

.̂

よ
つ
て
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世
界
の
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ま
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ヒ
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ぐ

ろ

ら
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す
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し
れ
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^

然

し

、
：
人

間

が

宇
®

の
主
6

な
ダ
う
る
本
の
^

:、ぐ

詐
術
や
狂
愚
や
空
想
に
よ
4

戴
u

£ :
f

c
卷
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ニ
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ラ
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も
の
で
は
攻
レ
紅
驗
ど
邳
性
ぢ
に
よ
つ
そ
^
觀
察
ミ
演
釋
ど
に
よ
^

で
の
み
可
能
な
ゆ
ぞ
叔
^
デ

.ら
離
れ
る
.S

S
、
.
.我
々
I

る
謝
か
出
來
、
又
最
も
廣
く
、
‘
.且

最

简

單

.な
®

念
を
求
め
：る
：事

が

出

破
.る
：の

で

あ

る

。

'

ミ

I

明

の

方
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，
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求

方

法
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£

て
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？
こ
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气

I

I

I

表
及
證
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の
方
法w

1
致
1>

て
居
つ
だ
.の

、で

あ

ゃ

ブ

 

，

.
ぃ

：

：
.

て

駄

で

あ

る

テ

ィ

ヌ
.か
、
兩
者
を
相
互
對
立
#

せ
#

た
の
は
、
ロ
言
弄
し
て
自
分
の
考
を
滿
音
せ
る
小
兒
の
ぃ

ナ
す
ら
、ん
^

似
た
'̂

の
，k

よ

つ

て

ぐ

あ

る
」

二
ュー

卜
ン
：
：
、
.
.ゾ
：
ン.ネ

、

ラ
：
•フ
.
-

「

ス

、
-モ
\

,

ス
'
キ
.ュ
卜
：
、
%

力
レ
：
卜

、
'•、 

ス

ヵ

乂

何

れ

も

Z
の
力
法
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
，「

要
之
、
テ
ィ
ヌ
氏
は
、
科
學
自
體
を
非
_

す
る
こ
1

し
^
 

U

甘
^

\

»

1
)1
1
|及
离
命
#

;抓
5:

非
»

,し
得
な 

S

 

の
で
.あ
る J

V
J
。
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.
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思
ふ
に
、
十
八
他
紀
が
聖
ベ
ノ
ナ
#

の
古
文
#

に
f

n

x

s
緩
漫
次
现
論
、.
或
ば
遞
去
.に
■
ず
る
券
盤
的
な 

，忍
耐
强
い
硏
究
k
限
定
き
れ
て
居
o.
f

ら

ば

、

宗
敎
的
、
王
朝
的
.
' 
封
建
的
赛
制
政
治
に
は
都
合
が
よ
か
つ
た
で

； 

ぁ 

I

O

 

' 

• 

• 

' 

:

-,
'

.フ
ラ
シ
ス
患
想
が
、
十
六
世
紀
の
樣

^

:言
葉
の
放
逸
を
極
め
て
自
ら
淑
め
る
を
事

^
-1
>、
又
ー
フ
べ
：：レ
ユ
故
っ
没 

文
の
大
筏
の
上
で
彼
の
叛
徒
を
溺
死
f

た
な
ら
ば
す
ベ
て
の
滕
制
者
、#

權
者
S

都
合
が
よ
か
つ
た
で
あ
ら
ぅo 

十
八
他
紀
が
，

ロ
マ
シ
7-

シ
：ズ
ム
の
先
|1

ど

な

っ

て

、

古
さ
敎
會
の
•古

さ

把

門

ス

歲

は

南

ぎ

城

の

^

含

塔

を
、

M
だ

«
富
：な

語

麓

を.以
つ

て

事

細

か̂

書

さ

上

，
げ

穴

；
な

ら

ば

、
，
僧

侶

、

V
修
道
士
、貴
族
位
は
都
合
が
ょ
か
つ
た
で
あ
ら
う
o

然
し
、
' 
古
典
精
神
の
す
る
仕
事
は
他
に
あ
づ
た
。
そ
れ
は
、
思

想

の
:0

由
な
、る
源
泉
^

、
'
勞
働
め
»

張
に
、
'個
人 

の
威
嚴
R

反
對
す
る
,I:

切
.の
.迷
信
ど
滕
制
せ
特
權
ど
を
、細
.か
^

、
且
怒
の
色
を
以
つ
.
て
.指
摘
し
た
。
.古
典
糈
神
は
、
 

こ
の
爭
鬪
に
於
て
、
簡
明
質
朴
で
强
靱
な
言
葉
を
必
要
ご
し

た

。

從
つ
て
、
仑
れ
は
、
感
覺
の
過
麗
ど
、
言
葉
の
好
奇 

偏

癖

的

な

美

し

ま

を

斥

け

た

。
，か

く

し

て

、
敏

活

•で

感

情

，の

高

：ぷ

つ

V

居

：
つ

た*

典
精
神
•は
、
あ
ら
ゆ
：る
方
而
へ
文
化 

の
矢
を
發
し
た
。
を
し
て
、
1
,切
の
現
存
麗
織
を
自
然
^

反
し
、
又
現
牲
^

反
す
る
も
め
ど
し
て
排
斥
し
た
。

- 

'

取
純
な
高S

.

觀
念
R

訴
へ
な
か
つ
.た
な
ら
ば
、
、ざ
う
し
て
、
古
典
精
神
は
時
代
^

遲
れ
た
且
雜
然V

/

し
た
Z
の
古
い 

世
界
を
破
壊
出
來
た
で
あ
.ら

う

か

。
：
古

典

精

神

が

、

'

フ
ラ
ン
，
ス

か

ら

I
.

切

の

隸
•*
く 

I

切
の
慣
：習
ビ
を
：奪

取

す

る

事
. 

の
.：出

來

た

の

ば

、
'
.封

：建

的

權

刺

の

一

：
つ

一 ,

1
ら
を
、
；佾

侶

の

要

求

の

マ

ク
.0

2:
.、
-'
王
h
s
.行
爲
の
.
1

P
ー
づ
を
討
議
し 

仿
か
^

で
：
は

な

：

S
:

か 
0
,
.
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^
 

r

r-
'
.
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,
,
:

.
ジ
ョ1>
;

5
は

、
：
次
：に

、
.

>

.ィ
'
ヌ
.の
言
に
反
し
^

、
古
典
精
神
：は
;«

實
の
精
確
さ
'|
:

_
黎
ど
す
る
も
、
叉 

の
正
確
ハ
深
奧
な
知
識
を
排
斥
す
る
^

の
：で
な
.S

事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

テ
ィ
ヌ
‘は

云
ふ
V

「

.

凡
て
^

、：
鑛
密
な
有f

な.

事
實
は.

通
外
^

れ
て
ゐ
：
_

る

：
。
，
菩

入

は

、.

禮
節
、
優
美
、
艷
事
、
淫
猥
、社
交
的
論
議
を 

見
る
ば..
か
う
で
ノ
：金
錢
め
專
を
語
ジ
、*

字
を
あ
げ
、結
婚
や
、裁
判
や
、
她.
攻
の
瞥
现
£

ー
日
及
す
る
乙
せ
な
く
、

.

司
祭
、
 

地
方
貴
族
、
地
方
在
往
の
修
猶
院
長
、
管
理.

人
、，.

知.
事
如
有
様
ノ
州
ク
田
舍
、：
町
人
、.

商
店
、

.*

隊
、
：兵
士
、
僧
院
：
 

谶

剁

所

、
，
譽

蔡

、
商

賣

-

家

政

た

：關

す

る
.

乙
：ど
は
、t
盡
く
不
明
で
あ
る
か
、
或
：は
間
：違
つ
セ
や
る
。
何
务
の
か
を
明
か
仅

第
.
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■
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て
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か
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1

靜

る

簾

す
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'
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ら
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ば
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ら

勺
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の
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纖

变

摩
■

關
ゃ
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尊
命
を
潋
發
^

る
法
規
や
同
業
組
合
、
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分
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泰
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^

〈

文
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は

殆

令

語

t
 
 ̂

^
材
料
で
あ
る
：
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.

見
|

。
：
談

潇

す

る

：
上

流

触

霞

卞

^

ス
、
2

X

虛

無

資1

5

?

へ
'

:

■■. 

•
い

〈

’
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>

Rタ

ィ

'-
の

第

二

の

誤

謬

があ

る

.
。

:

'

-

 ̂

^

V

^

0 

今
日
迄
.の
革
命
中
で
、
最
も
本
質
的
な
最 

も
實
行
的
な
、：
f
卒
衡
の
：兵

f

の
I

I

O'麗
空

想

豪

f

の
は
，.
.反

革

命

め

黎

あ

，っ
た
。
；苯

命

に

：從

事

し

た

人

タ

は

、菌

、
事

實

に

關

す

る

深

.い

纂

ど

、
彼
等
が
投 

込
凌
れ
2

兼
な
：艱
猶
5

,

い
X

の

恐

る

ベ

さ

羅

茗

持

づ

て

居

っ

た

。
：從
っ
て
、
革
命
の
一
寸
し
S

噃
上
す 

翁

味

I

っ
た
。
.
S

す
れ
S

4

想
的
.真

へ

七

も

：、
I

に
4

を
も
充
ぬ
-
局
面
ネ
存
し
犮
か
つ
た
ノ
广 

：

.

先
づ
其
時
代
の
覺
書
に
於
て
は
如
侗
ど
云
：ふ
.：に
、.
國
段
議
會
友
上
：奏

覺
-*
k

認
さ
れ
て
ゐ
る
ブ
：

ロ
ダ
ラ
ム
程
C

廣 

、
精
細
を
極
め
、
考
盧
：S

ね
ら
れ
たV

ロr
v
?

ム
.の

文

句

は

な

か

又

そ

れ

以

上K

充
分
こ
：、
J 

當
^

決
龙
的
及
實
現
岑
れ
た
も
の
は
な
：か
づ
た
の
で
あ
る
。
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次

：^
經

濟

的

技

術

靈
■

於

て

も

、
何

ん

空

硏

篇

：ん

た

.る
努
タ
が
、VA

J
:

の
時
代
k

柳
は
れ
て
居
っ
た
で
あ 

11

か
。
諸
科
5

、

：ブ

力f

、
！
は
、1

切

の

エ

業

的

方

法

蠡

發

見

驾
 

小

黎

問

題

德
'食
料

問

題

來

關

す

る.麈
薯

ゃ

：ノ

输

籍

は

、
ナ

正

證

 

經

濟
學
者
は
彼
等
の
.

一

般
的
學
說
を
定
め
谷
に
业
ま
ら
な
か
つ
た
。
彼
等
の
文
集
で
あ
る
工
フ
エ
メ
リ
ィ
ド
^

於
て
、
 

彼
等
は
、
每
日
物
價
の
變
.働
、
食

糧

"
.
市

場

の

狀

況

.?:

記

載

し

で

ゐ

る

。
、
'
封
建
制
度
や
、
買
is
,の
制
敗
に
ょ
る
封
建 

的
權
利
の
廢
止
の
實
行
的
平
和
的
方
法
^
關
ず
る
#
籍
や
小
#
子
は
、
著
し
く
增
加
し
て
ゐ
る
。
王
室
農
寒
協

會

も
 

.最

も

有

用

次

覺_

を
公

刊

じ
て
ゐ

る

。
工
場
の
檢
閱
官
は
>
-¥0
ft

の
勞
働
風
が
S

し
得
な
.い程

の
報
毋
を
政
府
k
 

供
給
し
て
か
る
0

'

:

'
要

之
生
活
.の
.細

事

につ
い
て
、
全
社
會
«

能
の
精
確
な
活
動
^

:つ
い
て
、
十
八
世

紀
以
エ
R
注
意
深
い
名
の
は
曾 

つ
て
亦
.か
つ
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
程
に
、眞
面
目
な
硏
究
に
ょ
っ
て
、豐
富
な
考
よ
つ
て
準
備
せ
ら
れ 

た
革
命
は
曾
つ
て
な
か
っ
ー
た
の
で
ぉ
る
。

.
第u

十
：.

六.
卷

.(

六
I

V
:

フ
ラ
ン
ス
眾
命
時
代
の
知
識
：酚
鞔
：ん
:: _  

.
,
0 
m

-

11

九


